
本邦産気生藻類の 1種

Physolinum moniliα(DE¥VILD.) PruN官事

秩山 優糾・広瀬弘幸m

M.A阻 YAMA佃 .dH. HrROSE Physolinum monilia (DEWILD.) 
PRrNTZ， A Newly Found Sti勧砲rialAlga from Japan 

緑藻類のスミレモ科に所属する Physolinummonilia (DEWILD.) PRINTZ 

は，はじめ DEWILDEMAN(1897)により Trente拘Ihliamoniliaとして記載

されたものであるが，その後 PRINTZ6)(1921)により，本藻には不動胞子の形

成がみられること，および細胞分裂時における，乳頭状の突起を形成する出芽

状の分裂がみられるという特異な形質をもっということにより ，Physol仰 um

という新属として扱われるようになった好気性の藻類の 1種である。その後本

藻については，間酬の (1951)がイギリスから， SKUJA7) (1949)がピルマカ泊

らそれぞれその産出を報告しており，最近では ISLAM句 (1960)がパキスタ γ

から本種の変種として P.monile柿柿 var.subsp.加r;仰を記載している。

最近筆者達は (1965年8月)，九州宮崎県下の小林市近郊のカエデ Acersp. 

の樹皮に着生する撞色のスミレモ科植物を精査した結果，これがPhysolinum

monilia (DEWILD.) PRINTZであることを確認した。本藻は従来南方域に広

〈分布するものとして知られており，また本邦での産出は今回がはじめてのも

のであるので，ここに観察結果を報告する。

Ob町 vation

日本の自然状態下における本藻の出現は，カエデ Acersp.の樹皮上に，直

径5-6個程度の撞色斑紋状の群体を形成しているものであった。このような
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128 藻類第15巻第3号 昭 和42年12月

群体の形態は，Trentetohlia bogoliensis DEWILD.や T.umbrina (KUETZ.) 

酌剛.などのような，スミレモ科の中でも比較的藻体の小形な種類にみられる

群体の形態に類似している。
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第 1図 栄養体細胞の長軸 (L)と短軸 (W)の頻度分布およ μ 

びその相関。・は自然集団，。は寒天築地上のもの。

本藻は極めて不規則に分枝した， 10-20細胞程度の糸状体である。細胞の形

態は非常に特徴があり，楕円形ないしは球形で，細胞聞の連結する部分は著し

くくびれている。細胞の大きさは，その変異のはばは広< (第l図)， 大部分

のものでは，長軸が20-24μ，短軸が15-19p程度を示している。また固形培地
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(BOLD液寒天〉上で生育したものでは，自然集団に比較して，わずかに大き

しまたその形態も幾分球形に近いものが多くみられた。葉緑体は，波状の周

縁部をもっ た細いバン ド状または，これが多数に分断された小円盤状で細胞の

内壁面に沿って分布している。

第 2図 A，栄養糸状体の一部 (a，乳頭状突起 B，不動胞子
を形成した糸状体 (b，中空の不動胞子のう C，不動胞子のはu、
っている胞子のう) A， Cax600; B， Cax800. 

本藻の細胞分裂は極めて特徴的であり ，不動胞子の形成と共に本属と Tren-

tepohha属とを区別する特徴のひとつとして扱われている。すなわち ，細胞分

裂時に母細胞の一端に乳頭状の突起が形成さ れ，これがある程度球形に肥大生

長後に隔膜の形成がみられるもので，一種の出芽 buddig状の分裂である (第

2図A-a)。隔l瑛の形成は，乳頭状突起が直径 10μ程度にまで成長が行なわれ

た後にみられるのが普通である。

不動胞子の形成は，自然状態下の材料 (8月および10月に採集〕では認める
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130 藻類第15巻第3号昭和42年12月

ことができなかったが， 10月に採集した材料を培養した結果，翌年1月に少数

の不動胞子形成を観察し得た。これらの結果によると，不動胞子のうは，栄養

体細胞と形態的な差異はなく，端生あるいは介在的に形成され，その中に 8-

16個位の不動胞子を蔵している(第2図B-c)。不動胞子は球形で直径6-8μ

程度である。

町SC1腿sion

本藻およびその変種については SKUJA7)(1949)， ISLAM3) (1950)などによ

ってその分類学的な記載がなされており，これらはいずれも自然状態下に産出

されたものについての観察結果である。ところが KAHN4)(1951)はイギリス

産の材料の培養による観察の結果，不動胞子形成のほかに遊走子の形成も得て

いる。またこの材料では，体細胞は球形ないしは楕円形で，変異のはばが広

く(直径3-10μ ・長さ 5-46p)円柱状に近い細胞もみられるということで

P. moniliaの変種のひとつであろうと述べている。ところで，今回の筆者達

の観察では，自然状態下のものも，培養材料についてみても，細胞は，大きさ

の点での変異はみられでも，形態的にはほぼ一定した広楕円球形である。これ

を従来の観察結果と比較してみると PRINTZ6)や SKUJA7)達の結果とよく一致

している。またISLAM3)の記載する変種は，今回の材料の測定値の変異内に包

含されていることが認められる。なおここで重要なことは， KAHN4)の観察し

た材料が，その細胞の形態が著しく異っていることである。この点ではむしろ

Trentetohlia lagenifera (HILD.) WILLEに近い形態を示しているとも考えら

れる。なお MEYER(1910)ホによると T.lageniferaでは，遊走子がしばしば

運動性を失い不動胞子化することを認めている。また同様のことが HOWLAND2)

(1929)によっても認められている。

以上のような観点から KAHN4)の観察したイギリス産の材料が，本藻の変種

であるかどうかということについては，各地の材料についての充分な培養観察

と，また ISLAM3)(1960)の変種についても統計的な観察結果の比較検討が必

要のように思われる。

*FRITSCH(1956)より引用
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R白ume

A newly found subaerial alga， Physol印 ummonilia (DEWILD.) PRINTZ 

from Kobayashi city， Miyazaki Pref.， Kyushu， Japan is d田cribed.

白，loni田 ofthis alga are ∞mposed of orange ∞loured crusts and are 

epiphytic on a bark of Acer sp. and the ∞lonies are 5-10. cm in diameter. 

Vegetative cells are glolx蹴 toelliptical and 12 -42，μlong and 11 -30.μ 

泊 diameter.The plotted graph of∞ηelation betw配 oleng也 andwidth of 

vegetative目 llsis shown in出etext figure 1， and th田emorphological tr回 也

are m田 tly∞incidedwith白edE就 riptionsof PRINTZ and SKUJA. Addi-

tiona1ly出emode of variation of the 田IIsize of J apan鎚emat凶 aland that 

of ISLAM's variety of this speci田(var. substheriωi) overlap回 chother. 

Aplan田iporeformations of出 salga are observed 00 cultured materials. 

About eight to sixt田 oaplanospor，回釘'eformed加 asporangium. 
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